
(57)【要約】

　炭化水素物質をコーキングするコークスドラムと、コ

ークスドラムの底部付近に位置する弁と、コークスドラ

ムからコークスを取り出す排出導管とを備え、排出導管

が弁に接続され、弁が開いているときにコークスが排出

導管を介して取り出されることができるようになってい

る装置。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 炭 化 水 素 物 質 を コ ー キ ン グ す る コ ー ク ス ド ラ ム （ ２ ） と 、
　 前 記 コ ー ク ス ド ラ ム （ ２ ） の 底 部 付 近 に 位 置 す る 弁 （ ６ ） と 、
　 前 記 弁 に 接 続 さ れ る 蒸 気 供 給 管 （ ８ ） で あ っ て 、 前 記 弁 （ ６ ） の 上 流 の 圧 力 よ り も 高 い
圧 力 で 前 記 弁 （ ６ ） に 蒸 気 を 供 給 す る よ う に 構 成 さ れ 、 前 記 弁 （ ６ ） が 漏 れ た 場 合 に 前 記
弁 （ ６ ） が フ ェ ー ル セ ー フ 動 作 す る よ う に さ せ る 蒸 気 供 給 管 （ ８ ） と 、
　 前 記 コ ー ク ス ド ラ ム （ ２ ） か ら コ ー ク ス を 取 り 出 す 排 出 導 管 （ １ ０ ） と
を 備 え 、
　 前 記 排 出 導 管 （ １ ０ ） は 前 記 弁 （ ６ ） に 接 続 さ れ 、 前 記 弁 （ ６ ） が 開 い て い る と き に 前
記 コ ー ク ス が 前 記 排 出 導 管 （ １ ０ ） を 介 し て 取 り 出 さ れ る こ と が で き る よ う に な っ て い る
装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 排 出 導 管 （ １ ０ ） が 留 め 継 ぎ ベ ン ド （ １ ２ ） を 含 む 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 留 め 継 ぎ ベ ン ド （ １ ２ ） が 重 ね て 配 置 さ れ る 請 求 項 ２ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 弁 （ ６ ） の 下 に 位 置 す る 他 の 弁 （ １ ４ ） を さ ら に 含 み 、 前 記 弁 （ ６ ） が 漏 れ た 場 合
に 、 前 記 他 の 弁 （ １ ４ ） が 前 記 コ ー ク ス ド ラ ム （ ２ ） の 内 容 物 を 阻 止 す る （ contain） よ
う に な っ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 排 出 導 管 （ １ ０ ） が パ イ プ で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 排 出 導 管 （ １ ０ ） が 開 口 し た 頂 部 を 有 す る シ ュ ー ト で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 コ ー ク ス ド ラ ム （ ２ ） に 対 し 給 送 ま た は 排 水 す る 側 部 導 管 （ ４ ） を さ ら に 含 み 、
　 前 記 弁 （ ６ ） が 閉 じ て い る と き に 前 記 側 部 導 管 （ ４ ） か ら 炭 化 水 素 物 質 を 給 送 す る こ と
が で き る よ う に な っ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 排 出 導 管 （ １ ０ ） が 、 前 記 コ ー ク ス ド ラ ム （ ２ ） に 接 続 さ れ て い る 前 記 弁 （ ６ ） に
接 続 さ れ 、 前 記 コ ー ク ス ド ラ ム （ ２ ） の 底 部 と 前 記 排 出 導 管 （ １ ０ ） の 近 位 端 の 間 に 間 隙
が 形 成 さ れ な い よ う に な っ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 弁 （ ６ ） が ボ ー ル 弁 で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 コ ー ク ス ド ラ ム か ら コ ー ク ス を 排 出 す る ク ロ ー ズ ド シ ス テ ム （ closed system） で あ っ
て 、
　 前 記 コ ー ク ス ド ラ ム の 下 に 位 置 す る 排 出 導 管 と 、
　 前 記 排 出 導 管 と 前 記 コ ー ク ス ド ラ ム を 相 互 接 続 す る ボ ー ル 弁 と
を 備 え 、
　 前 記 コ ー ク ス ド ラ ム を 出 る コ ー ク ス が 、 前 記 排 出 導 管 を 出 る ま で 封 入 さ れ る ク ロ ー ズ ド
シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 コ ー ク ス ド ラ ム 用 の 排 出 シ ス テ ム （ discharge system） で あ っ て 、
　 コ ー ク ス ド ラ ム と 、
　 前 記 コ ー ク ス ド ラ ム に 石 油 を 給 送 す る 側 部 導 管 と 、
　 前 記 コ ー ク ス ド ラ ム か ら コ ー ク ス を 誘 導 す る 誘 導 手 段 と 、
　 前 記 コ ー ク ス ド ラ ム 内 に コ ー ク ス を 密 封 す る 密 封 手 段 と
を 備 え る 排 出 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ２ 】
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　 前 記 誘 導 手 段 が パ イ プ を 含 む 請 求 項 １ １ に 記 載 の 排 出 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 誘 導 手 段 が パ イ プ お よ び 留 め 継 ぎ ベ ン ド （ mitered bend） を 含 む 請 求 項 １ １ に 記 載
の 排 出 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 密 封 手 段 が ボ ー ル 弁 を 含 む 請 求 項 １ １ に 記 載 の 排 出 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 コ ー ク ス ド ラ ム に 蒸 気 を 供 給 す る た め の 前 記 密 封 手 段 に 接 続 さ れ る 蒸 気 供 給 部 を さ
ら に 含 む 請 求 項 １ １ に 記 載 の 排 出 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 コ ー ク ス ド ラ ム に 関 し 、 特 に 、 コ ー ク ス ド ラ ム 用 の 排 出 シ ス テ ム に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 　 ［ 発 明 の 背 景 ］
　 従 来 の デ ィ レ ー ド コ ー キ ン グ 法 （ delayed coking process） に お い て 、 コ ー ク ス ド ラ ム
と 呼 ば れ る 大 型 ス チ ー ル 容 器 に 石 油 残 留 物 が 高 温 で 給 送 さ れ 、 石 油 残 留 物 は そ こ で 熱 分 解
し 、 コ ー ク ス に な る 。 コ ー ク ス ド ラ ム が コ ー ク ス で 満 杯 に な る と 、 ド ラ ム は 蒸 気 を 噴 射 さ
れ 、 水 で 冷 却 さ れ る 。 続 い て 、 頭 部 は ず し （ unheading） と 呼 ば れ る プ ロ セ ス に お い て 、
ド ラ ム の 頂 部 お よ び 底 部 の カ バ ー が 取 り 外 さ れ る 。 し か し な が ら 、 ド ラ ム の 底 部 が 開 口 す
る に も か か わ ら ず 、 コ ー ク ス は 、 切 り 取 ら れ る ま で ド ラ ム の 内 部 に 残 留 し て い る こ と が 多
い 。 コ ー ク ス は 、 切 り 取 ら れ た と き に 、 ド ラ ム の 開 口 し た 底 部 か ら シ ュ ー ト ま た は 他 の 導
管 へ 降 下 し て 、 搬 送 さ れ 、 さ ら に 処 理 さ れ る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 述 し た よ う に 、 従 来 の コ ー キ ン グ 法 は 、 コ ー ク ス ド ラ ム の 頭 部 は ず し を 行 う 必 要 が あ
る 。 コ ー ク ス ド ラ ム は 、 高 温 の 苛 酷 な 雰 囲 気 を 含 ん で い る は ず な の で 、 底 部 カ バ ー は 通 常
、 多 数 の ボ ル ト に よ り コ ー ク ス ド ラ ム に 固 定 さ れ る が 、 手 動 で 緩 め な け れ ば な ら な い 場 合
も 多 い 。 そ の 結 果 、 頭 部 は ず し は 一 般 的 に 、 非 常 に 労 力 の か か る 作 業 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 来 の 頭 部 は ず し 法 の 他 の 欠 点 は 、 当 該 方 法 が シ ョ ッ ト コ ー ク ス （ shot coke） の 製 造
に 用 い る こ と が 困 難 で あ る と い う こ と で あ る 。 シ ョ ッ ト コ ー ク ス は 、 頭 部 は ず し の 最 中 ま
た は 後 に 必 ず し も ド ラ ム 内 に 滞 留 す る と い う わ け で は な い た め 、 独 特 で あ る 。 そ の 結 果 、
か か る コ ー ク ス は 、 多 く の 場 合 、 底 部 カ バ ー が 取 り 外 さ れ る と ド ラ ム か ら 流 れ 出 る 。 さ ら
に 、 シ ョ ッ ト コ ー ク ス は 底 部 カ バ ー 上 に 滞 留 し 、 底 部 カ バ ー に 大 き な 荷 重 を か け 、 底 部 カ
バ ー の 制 御 さ れ た 取 り 外 し を 困 難 に す る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 コ ー ク ス ド ラ ム の 頭 部 は ず し を 行 う 困 難 さ を 軽 減 す る よ う に 設 計 さ れ た 装 置 の 例 は 、 Ut
terbackに 対 す る 米 国 特 許 第 ２ ， ３ １ ８ ， １ ３ １ 号 お よ び Gellerに 対 す る 同 第 ２ ， ７ ０ ２
， ２ ６ ９ 号 に お い て 示 さ れ て い る 。 Utterbackの 特 許 お よ び Gellerの 特 許 は 双 方 と も 、 頭
部 は ず し を 必 要 と し な い 連 続 法 を 開 示 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 Utterbackの 特 許 は 、 ス プ レ ー コ ー ク ス 化 物 （ spray-coked material） が チ ャ ン バ １ に
形 成 さ れ 、 ダ ク ト ２ を 通 っ て 、 油 を 含 む 容 器 ３ に 流 入 す る 、 ス プ レ ー コ ー キ ン グ 法 を 示 し
て い る 。 固 形 の ス プ レ ー コ ー ク ス 化 材 料 は 油 中 に 懸 濁 し て お り 、 そ の 結 果 生 じ た 混 合 物 が
ポ ン プ ６ に よ っ て 分 離 機 ８ お よ び ９ に 圧 送 さ れ 、 そ こ に お い て ス ク リ ー ン に よ り コ ー ク ス
を 回 収 す る 。 油 は 加 圧 さ れ て 分 離 機 ８ お よ び ９ か ら 出 て 、 回 収 さ れ た コ ー ク ス は 蒸 気 を 用
い て 部 分 的 に 乾 燥 さ れ る 。 次 に 、 コ ー ク ス は 、 弁 を 含 ん で 示 さ れ て い る 排 出 配 管 ２ ４ を 通
っ て 取 り 出 さ れ る 。 油 は 、 弁 付 き 配 管 １ １ を 通 し て 容 器 ３ に 、 ま た は 弁 付 き 配 管 ２ ３ を 通
し て 上 流 タ ン ク １ ６ に 戻 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
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　 Utterbackの 特 許 は 、 頭 部 は ず し の 問 題 を 軽 減 す る が 欠 点 も あ る 。 例 え ば 、 Utterbackの
特 許 は 、 コ ー ク ス ド ラ ム １ か ら 搬 送 す る 準 備 の 整 っ た コ ー ク ス を 製 造 す る の で は な く 、 コ
ー ク ス を 処 理 し 、 搬 送 す る 準 備 を 整 え る た め に 付 加 的 な 構 成 部 材 （ 油 で 満 た さ れ た 容 器 、
ポ ン プ 、 分 離 機 な ど ） を 必 要 と す る 。 こ れ と は 反 対 に 、 バ ッ チ 法 は 、 コ ー ク ス ド ラ ム か ら
直 接 搬 送 す る 準 備 が 整 っ た コ ー ク ス を 製 造 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 Gellerの 特 許 も 、 連 続 コ ー キ ン グ 法 を 開 示 し て い る 。 Gellerの 特 許 で は 、 コ ー キ ン グ 用
の 給 送 材 料 は 、 垂 直 に 上 方 に 向 い た ノ ズ ル ３ を 介 し て 、 パ イ プ ２ を 通 っ て コ ー キ ン グ ス ペ
ー ス １ へ 経 路 付 け さ れ て い る 。 ケ ー シ ン グ ８ お よ び ラ イ ニ ン グ ９ は 、 間 接 的 に 加 熱 す る よ
う に コ ー キ ン グ ス ペ ー ス １ を 取 り 囲 ん で い る 。 コ ー ク ス は 、 出 口 分 岐 ２ １ へ 降 下 し 、 ガ ス
経 路 に 対 し 自 己 密 封 す る ウ ォ ー ム ２ ２ を 用 い て 容 器 の 底 部 か ら 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 Gellerの 特 許 の 連 続 法 は 頭 部 は ず し を 必 要 と し な い が 、 少 な く と も ２ つ の 欠 点 が あ る 。
第 １ に 、 ド ラ ム を 出 る コ ー ク ス は 、 空 気 と 接 触 し た 場 合 に 燃 焼 す る 可 能 性 が あ る ほ ど 十 分
高 温 で あ る た め 、 酸 素 が 枯 渇 し た 環 境 に お い て コ ー ク ス を 冷 却 す る 付 加 的 な 構 成 部 材 が 必
要 で あ る 。 第 ２ に 、 コ ー ク ス ド ラ ム は 、 壁 を 加 熱 す る の に 外 側 ケ ー シ ン グ を 必 要 と す る た
め 、 設 置 と 製 造 の コ ス ト の 増 大 を 伴 う 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 Utterbackの 特 許 お よ び Gellerの 特 許 の 欠 点 が 示 す よ う に 、 コ ー ク ス を 製 造 す る 連 続 法
は 、 必 ず し も 望 ま し い わ け で は な い 。 し た が っ て 、 コ ー ク ス ド ラ ム か ら バ ッ チ で コ ー ク ス
を 排 出 す る が 、 コ ー ク ス が 取 り 出 さ れ る た び に コ ー ク ス ド ラ ム の 頭 部 は ず し を 行 う 必 要 の
あ る 従 来 の バ ッ チ コ ー カ ー に お け る 欠 点 が な い 装 置 が 必 要 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 　 ［ 発 明 の 概 要 ］
　 本 発 明 は 、 ボ ー ル 弁 を 有 す る 排 出 導 管 を コ ー ク ス ド ラ ム に 設 け る こ と に よ っ て 、 当 該 技
術 分 野 に お け る 上 記 の 必 要 性 に 対 処 す る 。 好 適 な 実 施 形 態 に よ れ ば 、 切 り 取 ら れ た コ ー ク
ス が 、 コ ー ク ス ド ラ ム か ら 、 開 い た ボ ー ル 弁 を 通 過 し 、 排 出 導 管 に 降 下 し て 取 り 出 さ れ る
た め 、 コ ー ク ス ド ラ ム の 底 部 カ バ ー は 、 頭 部 は ず し を 行 う 必 要 が な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 で は 、 装 置 は 、 コ ー キ ン グ 用 の コ ー ク ス ド ラ ム と 、 コ ー ク ス ド ラ ム の 底
部 付 近 に 位 置 す る 弁 と 、 コ ー ク ス ド ラ ム か ら コ ー ク ス を 取 り 出 す 排 出 導 管 と を 備 え る 。 排
出 導 管 は 弁 に 接 続 さ れ 、 弁 が 開 い て い る と き に コ ー ク ス が 排 出 導 管 を 介 し て 取 り 出 さ れ る
こ と が で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 別 の 態 様 で は 、 当 該 装 置 は 上 記 弁 の 下 に 位 置 す る 別 の 弁 を 有 し 、 上 記 弁 が 漏 れ た 場 合 に
、 他 方 の 弁 が コ ー ク ス ド ラ ム の 内 容 物 を 阻 止 （ contain） す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の さ ら に 別 の 態 様 で は 、 蒸 気 供 給 部 は 、 弁 の 上 流 に あ る よ り も 高 い 圧 力 で 弁 に 接
続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 別 の 態 様 で は 、 当 該 装 置 は 、 コ ー ク ス ド ラ ム に 対 し 給 送 ま た は 排 出 す る 側 部 導
管 を 含 む 。 し た が っ て 、 弁 が 閉 じ て い る と き に 、 側 部 導 管 か ら 充 填 物 を 給 送 し 、 ま た 、 そ
の 側 部 導 管 か ら 排 水 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 別 の 態 様 で は 、 排 出 導 管 は 、 コ ー ク ス ド ラ ム に 接 続 さ れ て い る 弁 に 接 続 さ れ 、
コ ー ク ス ド ラ ム の 底 部 と 排 出 導 管 の 近 位 端 の 間 に 間 隙 が 形 成 さ れ な い よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 別 の 態 様 で は 、 コ ー ク ス ド ラ ム か ら コ ー ク ス を 取 り 出 す ク ロ ー ズ ド コ ー ク ス ド
ラ ム 排 出 シ ス テ ム は 、 コ ー ク ス ド ラ ム の 下 に 位 置 す る 排 出 導 管 と 、 排 出 導 管 と コ ー ク ス ド
ラ ム を 相 互 接 続 す る ボ ー ル 弁 と を 備 え る 。 コ ー ク ス ド ラ ム を 出 る コ ー ク ス は 、 排 出 導 管 を
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出 る ま で 封 入 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の さ ら に 別 の 態 様 で は 、 コ ー ク ス ド ラ ム 用 の 排 出 シ ス テ ム は 、 コ ー ク ス ド ラ ム と
、 該 コ ー ク ス ド ラ ム に 石 油 を 給 送 す る 側 部 導 管 と 、 コ ー ク ス ド ラ ム か ら コ ー ク ス を 誘 導 す
る 誘 導 手 段 と 、 コ ー ク ス ド ラ ム 内 に コ ー ク ス を 密 封 す る 密 封 手 段 と を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 　 ［ 好 適 な 実 施 の 形 態 の 詳 細 な 説 明 ］
　 図 は 、 コ ー ク ス ド ラ ム ２ の 底 部 フ ラ ン ジ ３ の 頭 部 は ず し を 行 う 必 要 が あ る 頻 度 を 減 ら す
、 コ ー ク ス ド ラ ム ２ 用 の 排 出 シ ス テ ム １ を 示 す 。 排 出 シ ス テ ム １ は 、 一 般 的 に 、 ボ ー ル 弁
６ と 排 出 導 管 １ ０ を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 排 出 シ ス テ ム １ は 、 例 え ば 石 油 な ど の 炭 化 水 素 物 質 を コ ー キ ン グ す る の に 用 い る こ と が
で き る 。 当 該 シ ス テ ム に は 、 コ ー ク ス ド ラ ム ２ か ら 水 を 排 除 し 、 蒸 気 を 供 給 し 、 ま た は 石
油 充 填 物 を 給 送 す る 側 部 導 管 ４ が 備 え ら れ て い る 。 側 部 導 管 ４ は 、 コ ー ク ス ド ラ ム ２ の 底
部 に 接 続 さ れ て い る 漏 斗 部 ５ に 接 続 さ れ る こ と が 好 ま し い 。 漏 斗 部 ５ は 、 コ ー ク ス ド ラ ム
２ に 永 久 的 に 取 り 付 け ら れ る か 、 ボ ル ト で 固 定 さ れ る か 、 あ る い は 例 え ば Malsburyに 対 す
る 米 国 特 許 第 ６ ， ２ ２ ３ ， ９ ２ ５ 号 に 開 示 さ れ て い る 油 圧 手 段 に よ っ て 取 り 外 し 可 能 に 取
り 付 け ら れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 側 部 導 管 ４ お よ び 漏 斗 部 ５ の 下 に は 、 好 ま し く は 蒸 気 供 給 部 ８ が 接 続 さ れ て い る ボ ー ル
弁 ６ が あ る 。 ボ ー ル 弁 ６ は 、 従 来 型 の 複 座 フ ル ポ ー ト （ double-seat, full-port） ボ ー ル
弁 で あ る こ と が 好 ま し い 。 ボ ー ル 弁 が 示 さ れ て い る が 、 本 発 明 の 範 囲 を 逸 脱 し な い 限 り 他
の タ イ プ の 弁 を 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ボ ー ル 弁 ６ に 接 続 さ れ て い る 蒸 気 供 給 部 ８ は 、 好 ま し く は 、 ボ ー ル 弁 ６ の 弁 座 が 漏 れ た
場 合 に フ ェ ー ル セ ー フ 動 作 す る よ う に ボ ー ル 弁 ６ の 上 流 で 見 ら れ る よ り も 高 い 圧 力 で 蒸 気
を 供 給 す る 。 こ の よ う に し て 、 ボ ー ル 弁 ６ が 漏 れ た 場 合 に 蒸 気 が コ ー ク ス ド ラ ム ２ 内 に 噴
射 さ れ 、 コ ー ク ス ド ラ ム ２ の 高 圧 の 内 容 物 が 周 囲 に 噴 出 す る こ と は な い 。 ボ ー ル 弁 へ 蒸 気
供 給 を 行 う 配 置 構 成 は 、 参 照 に よ り 本 明 細 書 に 援 用 さ れ る 、 Malsburyに 対 す る 米 国 特 許 第
５ ， ４ １ ７ ， ８ １ １ 号 に 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ボ ー ル 弁 ６ の 下 に は 、 好 ま し く は 留 め 継 ぎ 部 １ ２ を 有 す る 排 出 導 管 １ ０ が あ る 。 当 然 の
こ と な が ら 、 当 業 者 に は 、 留 め 継 ぎ 部 は 必 ず し も 必 要 と い う わ け で は な く 、 コ ー ク ス ド ラ
ム ２ と 、 コ ー ク ス を 回 収 し て 搬 送 す る 排 出 カ ー ト （ 図 示 せ ず ） の 位 置 に 応 じ て 便 宜 的 な も
の で あ っ て よ い こ と が 理 解 さ れ る 。 い ず れ に し て も 、 排 出 導 管 １ ０ は 、 開 口 シ ュ ー ト 、 大
径 パ イ プ 、 ま た は コ ー ク ス を 搬 送 す る の に 適 し た 任 意 の 他 の 導 管 で あ っ て も よ い 。 好 ま し
く は 、 排 出 導 管 １ ０ は 大 径 パ イ プ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 当 該 技 術 分 野 に 既 知 の よ う に 、 留 め 継 ぎ 部 １ ２ は 、 溶 接 材 料 に よ り 重 ね て 配 置 さ れ る こ
と が 好 ま し い 。 こ の 重 ね 配 置 は 、 湾 曲 部 で の 腐 食 に 抗 し 、 排 出 導 管 １ ０ の 耐 用 寿 命 を 延 ば
す 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 に 見 ら れ る よ う に 、 コ ー ク ス ド ラ ム ２ の 底 部 か ら 排 出 導 管 １ ０ の 近 位 端 に か け て 間 隙
は な い 。 こ の 配 置 構 成 に よ り 、 例 え ば コ ー ク ス が 部 分 的 に 開 口 し た カ バ ー か ら 流 出 し 得 る
危 険 性 が な い た め 、 排 出 シ ス テ ム １ を シ ョ ッ ト コ ー ク ス の 製 造 に 使 用 す る こ と が 可 能 と な
る 。 当 然 の こ と な が ら 、 便 宜 的 で あ れ ば 排 出 シ ス テ ム １ に 間 隙 が 形 成 さ れ て も よ い が 、 従
来 の シ ス テ ム （ 頭 部 は ず し を 可 能 に す る の に 間 隙 が 必 要 で あ る ） と は 異 な り 、 そ の 必 要 は
な い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 排 出 シ ス テ ム １ は 、 好 ま し く は 第 ２ の 弁 １ ４ を 備 え る 。 第 ２ の 弁 １ ４ は 、 ボ ー ル 弁 ６ が
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は た ら か な い 場 合 、 コ ー ク ス ド ラ ム ２ の 内 容 物 を 阻 止 す る 。 第 ２ の 弁 １ ４ は 、 ゲ ー ト 弁 、
ス ラ イ ド ゲ ー ト 、 ま た は 自 動 ブ ラ イ ン ド ス テ ー シ ョ ン を 含 む 、 い ず れ も の 好 適 な 構 造 で あ
っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ボ ー ル 弁 ６ お よ び 第 ２ の 弁 １ ４ の 動 作 は 自 動 式 で あ っ て も よ い 。 自 動 制 御 に は 、 ボ ー ル
弁 ６ ま た は 第 ２ の 弁 １ ４ の 意 図 し な い 開 閉 を 防 止 す る イ ン タ ー ロ ッ ク が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 コ ー ク ス 排 出 シ ス テ ム １ の 可 能 な 動 作 は 、 以 下 の よ う な も の で あ る 。 ボ ー ル 弁 ６ が 閉 じ
て い る 間 、 コ ー ク ス ド ラ ム ２ に は 、 側 部 導 管 ４ を 通 し て 石 油 な ど の 充 填 物 が 給 送 さ れ る 。
コ ー ク ス ド ラ ム ２ が 満 杯 に な る と 、 充 填 は 停 止 さ れ 、 水 蒸 気 が 側 部 導 管 ４ を 介 し て 噴 射 さ
れ て 、 コ ー ク ス ド ラ ム ２ か ら 有 用 な 蒸 気 を 除 去 す る よ う に す る 。 蒸 気 が 除 去 さ れ る と 、 ク
エ ン チ （ quench） ス テ ッ プ に お い て 、 水 が コ ー ク ス ド ラ ム ２ の 頂 部 に 達 す る ま で 側 部 導 管
４ を 通 し て コ ー ク ス ド ラ ム ２ に 導 入 さ れ る 。 続 い て 、 ボ ー ル 弁 ６ お よ び 第 ２ の 弁 （ 有 る 場
合 ） が 開 き 、 ク エ ン チ 水 を 排 除 し 、 コ ー ク ス ド ラ ム ２ 内 の コ ー ク ス が 、 Malsburyに 対 す る
米 国 特 許 第 ５ ， ４ １ ７ ， ８ １ １ 号 に 開 示 さ れ て い る タ イ プ 等 の 高 圧 水 カ ッ タ ー に よ り 切 り
取 ら れ る 。 切 り 取 ら れ た コ ー ク ス は 、 コ ー ク ス ド ラ ム ２ の 内 壁 か ら 剥 が れ 落 ち 、 カ ッ タ ー
か ら の コ ー ク ス お よ び 水 は 、 漏 斗 部 ５ を 通 っ て 降 下 し 、 排 出 導 管 １ ０ を 出 る 。 そ こ か ら コ
ー ク ス が 回 収 さ れ 、 搬 送 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 上 記 の 開 示 か ら 明 ら か な よ う に 、 本 発 明 は 、 コ ー ク ス が ド ラ ム か ら 取 り 出 さ れ る た び に
頭 部 は ず し を 行 う 必 要 が な い と い う 利 点 を 有 す る 。 代 わ り に 、 単 一 の ボ ー ル 弁 が 開 き 、 コ
ー ク ス が 排 出 導 管 に 降 下 す る こ と を 可 能 に す る 。 さ ら に 、 当 該 装 置 は 、 コ ー ク ス ド ラ ム の
底 部 と 排 出 導 管 の 間 に 間 隙 を 形 成 せ ず に 構 成 す る こ と が で き る 。 こ の よ う な 構 成 に よ り 、
シ ョ ッ ト コ ー ク ス の 製 造 に 当 該 装 置 を 使 用 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 を 、 現 時 点 で 好 適 な 実 施 形 態 で あ る と 考 え ら れ る も の に 関 し て 説 明 し た が 、 本 発
明 は 、 開 示 さ れ た 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な い こ と を 理 解 す べ き で あ る 。 そ れ と は
反 対 に 、 上 記 に 例 示 し た よ う に 、 本 発 明 は 、 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 の 精 神 お よ び 範 囲 内 に
あ る 様 々 な 変 更 お よ び 等 価 の 構 成 を 含 む こ と が 意 図 さ れ る 。 し た が っ て 、 添 付 の 特 許 請 求
の 範 囲 は 、 か か る す べ て の 変 更 お よ び 等 価 の 構 造 お よ び 機 能 を 包 含 す る よ う に 最 も 広 く 合
理 的 な 解 釈 に 従 う こ と が 意 図 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
【 図 １ 】 コ ー ク ス ド ラ ム 用 の 排 出 シ ス テ ム の 好 適 な 実 施 形 態 の 側 面 図 で あ る 。
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【 図 １ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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